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Ｚ会東大進学教室
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【
問
題
】（
演
習
）

出
典
…
中
村
桂
子
『「
生
き
も
の
」
感
覚
で
生
き
る
』

問
１

意
味
段
落

形
式
段
落

　
　
　
　見
出
し

第
一
段
落

①

 
想
像
力
の
必
要
性

第
二
段
落

②
～
④

 

想
像
力
と
創
造
力
の
関
係

第
三
段
落

⑤
～
⑧

 

周
囲
と
の
関
わ
り
に
お
け
る
想
像
力

第
四
段
落

⑨
～
⑩

 「
分
」
の
定
義
と
重
要
性

問
２

　観
客
が
自
分
の
頭
の
中
で
補
っ
た
舞
台
上
の
物
事
を
役
者
が
感
じ
と
る
こ
と
で
、
新
し
い
も
の
が
生
み
出
せ
る
と
い
う
こ
と
。〔
48
字
・
解
答
例
〕

問
３

　全
体
の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
の
関
係
を
把
握
し
て
い
く
力
。〔
25
字
・
解
答
例
〕

問
４

　周
囲
と
の
関
係
を
狭
い
範
囲
に
限
定
せ
ず
に
、
全
体
の
中
で
の
自
分
の
位
置
付
け
を
考
え
、
積
極
的
に
他
者
と
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
こ

と
。〔
59
字
・
解
答
例
〕

1
章解

答

●
メ
モ
●

1-2 1-1
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【
問
題
】（
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習
）

出
典
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中
村
桂
子
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き
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の
」
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落
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落
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落
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落
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２
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台
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と
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も
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が
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せ
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と
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こ
と
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48
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３
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の
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の
さ
ま
ざ
ま
な
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の
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を
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握
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て
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く
力
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25
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解
答
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４
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と
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関
係
を
狭
い
範
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に
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定
せ
ず
に
、
全
体
の
中
で
の
自
分
の
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付
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的
に
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と
関
係
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構
築
し
な
が
ら
生
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て
い
く
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と
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59
字
・
解
答
例
〕

1
章解

答

●
メ
モ
●

1-2 1-1
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【
添
削
課
題
】

出
典
…
鷲
田
清
一
『
噛か

み
き
れ
な
い
想
い
』

問
１

　ア
＝
ち
ょ
さ
く

　
　イ
＝
お
と
ず

　
　ウ
＝
ひ
た

問
２

　デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
モ
ノ
と
、
そ
れ
に
接
す
る
ひ
と
と
の
関
係
が
全
く
別
の
も
の
に
な
る
と
い
う
変
化
。〔
39
字
・
解
答
例
〕

問
３

　い
つ
も
触
っ
て
い
た
小
学
校
の
階
段
や
手
す
り
な
ど
が
、
子
供
た
ち
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
思
い
の
込
め
ら
れ
た
、
よ
い
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
で
あ
っ

た
と
気
づ
い
た
か
ら
。〔
66
字
・
解
答
例
〕

問
４

　大
切
な
存
在

問
５

　ウ

問
６

　よ
い
デ
ザ
イ
ン
の
モ
ノ
に
接
す
る
と
、
人
間
は
他
人
に
大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
て
い
ね
い
に
扱
わ
れ
る
体
験
を
重
ね
る
こ
と
で

自
分
を
大
切
に
思
う
自
尊
心
が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。〔
80
字
・
解
答
例
〕

２
章解

答

《
補
充
問
題
》　
口
語
文
法
　
動
詞

問
１
　
①
＝
連
体
形

　
　②
＝
未
然
形

　
　③
＝
連
用
形

　
　④
＝
連
体
形

　
　⑤
＝
未
然
形

　
　
　⑥
＝
終
止
形

　
　⑦
＝
連
用
形

　
　⑧
＝
終
止
形

　
　⑨
＝
命
令
形

　
　⑩
＝
仮
定
形

問
２
　
①
＝
サ
行
変
格
活
用

　
　
　
　
　②
＝
（
カ
行
）
上
一
段
活
用

　
　
　③
＝
（
ラ
行
）
五
段
活
用

　
　
　④
＝
（
ア
行
）
下
一
段
活
用

　
　
　⑤
＝
カ
行
変
格
活
用

　
　
　
　
　⑥
＝
カ
行
変
格
活
用

　
　
　
　
　
　⑦
＝
（
ラ
行
）
下
一
段
活
用

　
　⑧
＝
（
ア
行
）
上
一
段
活
用

　
　
　⑨
＝
（
ラ
行
）
五
段
活
用

　
　
　⑩
＝
（
マ
行
）
五
段
活
用

　
　
　
　⑪
＝
（
マ
行
）
下
一
段
活
用

問
３
　
⑴
…
イ

　
　
　⑵
…
ア

　
　
　⑶
…
イ

　
　
　⑷
…
ア

　
　
　⑸
…
ア

　
　
　⑹
…
イ

　
　
　⑺
…
ア

　
　
　⑻
…
イ

問
４

　買
っ
＝
促
音
便

　
　は
さ
ん
＝
撥
音
便

　
　焼
い
＝
イ
音
便

問
５

　⑴
…
待
て
る

　
　⑵
…
×

　
　
　
　⑶
…
切
れ
る

　
　
　⑷
…
聞
け
る

　
　⑸
…
買
え
る

　
　
　⑹
…
動
け
る

　
　⑺
…
×

　
　
　
　⑻
…
過
ご
せ
る

　
　⑼
…
×

解
答

2-2 2-1
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【
添
削
課
題
】

出
典
…
鷲
田
清
一
『
噛か

み
き
れ
な
い
想
い
』
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＝
ち
ょ
さ
く

　
　イ
＝
お
と
ず

　
　ウ
＝
ひ
た

問
２

　デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
モ
ノ
と
、
そ
れ
に
接
す
る
ひ
と
と
の
関
係
が
全
く
別
の
も
の
に
な
る
と
い
う
変
化
。〔
39
字
・
解
答
例
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問
３

　い
つ
も
触
っ
て
い
た
小
学
校
の
階
段
や
手
す
り
な
ど
が
、
子
供
た
ち
を
大
事
に
し
よ
う
と
す
る
思
い
の
込
め
ら
れ
た
、
よ
い
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
で
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気
づ
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字
・
解
答
例
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問
４

　大
切
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問
５
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問
６

　よ
い
デ
ザ
イ
ン
の
モ
ノ
に
接
す
る
と
、
人
間
は
他
人
に
大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
て
い
ね
い
に
扱
わ
れ
る
体
験
を
重
ね
る
こ
と
で

自
分
を
大
切
に
思
う
自
尊
心
が
生
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。〔
80
字
・
解
答
例
〕

２
章解

答

《
補
充
問
題
》　
口
語
文
法
　
動
詞

問
１
　
①
＝
連
体
形

　
　②
＝
未
然
形

　
　③
＝
連
用
形

　
　④
＝
連
体
形

　
　⑤
＝
未
然
形

　
　
　⑥
＝
終
止
形

　
　⑦
＝
連
用
形

　
　⑧
＝
終
止
形

　
　⑨
＝
命
令
形

　
　⑩
＝
仮
定
形

問
２
　
①
＝
サ
行
変
格
活
用

　
　
　
　
　②
＝
（
カ
行
）
上
一
段
活
用

　
　
　③
＝
（
ラ
行
）
五
段
活
用

　
　
　④
＝
（
ア
行
）
下
一
段
活
用

　
　
　⑤
＝
カ
行
変
格
活
用

　
　
　
　
　⑥
＝
カ
行
変
格
活
用

　
　
　
　
　
　⑦
＝
（
ラ
行
）
下
一
段
活
用

　
　⑧
＝
（
ア
行
）
上
一
段
活
用

　
　
　⑨
＝
（
ラ
行
）
五
段
活
用

　
　
　⑩
＝
（
マ
行
）
五
段
活
用

　
　
　
　⑪
＝
（
マ
行
）
下
一
段
活
用

問
３
　
⑴
…
イ

　
　
　⑵
…
ア

　
　
　⑶
…
イ

　
　
　⑷
…
ア

　
　
　⑸
…
ア

　
　
　⑹
…
イ

　
　
　⑺
…
ア

　
　
　⑻
…
イ

問
４

　買
っ
＝
促
音
便

　
　は
さ
ん
＝
撥
音
便

　
　焼
い
＝
イ
音
便

問
５

　⑴
…
待
て
る
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…
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…
切
れ
る
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…
聞
け
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…
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え
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…
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け
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…
過
ご
せ
る

　
　⑼
…
×

解
答
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【
問
題
】（
演
習
）

出
典
…
原
研
哉
『
大
量
生
産
の
眩
暈
』

問
１
　
1

問
２	

も
の
が
圧
倒
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
大
量
に
製
品
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
筆
者
の
デ
ザ
イ
ン
へ
の
自
信
を
揺
ら
が
せ
、
不
安
な
心
情
を
感
じ
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
。〔
61
字
〕

問
３
　
４

問
４	

自
分
の
デ
ザ
イ
ン
し
た
製
品
が
生
活
の
中
で
ど
う
受
け
と
め
ら
れ
る
か
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
大
量
に
生
産
さ
れ
る
様
子
を
見
て
、
廃
棄
さ
れ
て
い
く
宿

命
を
感
じ
と
っ
て
し
ま
う
悲
し
み
。〔
71
字
〕

３
章

●
メ
モ
●

3-2 3-1
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【
問
題
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演
習
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典
…
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研
哉
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量
生
産
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さ
れ
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感
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れ
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さ
れ
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感
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【
問
題
】（
演
習
）

出
典
…
『
徒
然
草
』

【
現
代
語
訳
】

　
テ
キ
ス
ト
参
照

問
１
　
つ
ま
る
よ
う
に
す
る
を

問
２
　
②

問
３
　
⑶
＝
ま
っ
た
く
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
　
　
⑷
＝
ど
う
し
よ
う
か

問
４
　
⑸
＝
し
ば
し
　
　
⑹
＝
と
か
く
す
れ
ば

問
５
　
①

４
章解

答

《
補
充
問
題
》

出
典
…
『
御お

伽と
ぎ

草ぞ
う

子し

』

【
現
代
語
訳
】

　
孟
宗
は
幼
い
頃
に
父
に
先
立
た
れ
、
独
り
身
の
母
を
養
っ
て
い
る
が
、
母
親
は
、
年
を
と
っ
て
、
い
つ
も
病
気
が
ち
で
、
食
べ
物
の
味
覚
も
毎
回
変
わ
っ
た

の
で
、
手
に
入
り
に
く
い
（
無
理
な
）
も
の
を
ほ
し
が
っ
て
い
た
。
冬
の
時
分
に
な
る
と
、
母
は
（
夏
が
旬し
ゅ
ん

の
）
竹
の
子
を
欲
し
い
と
思
い
立
っ
た
。
そ
こ

で
孟
宗
は
、
竹
林
に
入
っ
て
竹
の
子
を
探
し
求
め
た
け
れ
ど
も
、
雪
が
深
い
時
分
な
の
で
、
ど
う
し
て
簡
単
に
手
に
入
れ
ら
れ
よ
う
か
、
手
に
入
る
は
ず
も
な

い
。「
ひ
た
す
ら
天
道
〔
＝
神
様
〕
の
御
情
け
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
い
っ
て
祈
り
を
か
け
大
い
に
哀
願
し
竹
に
寄
り
添
っ
た
ら
、
突
然
大
地
の
雪
が

消
え
て
、
竹
の
子
が
た
く
さ
ん
生
え
出
し
て
き
た
。
孟
宗
は
狂
喜
し
、
す
ぐ
さ
ま
竹
の
子
を
取
っ
て
家
に
帰
り
、
煮
物
に
し
て
、
竹
の
子
を
母
親
に
食
べ
さ
せ

た
の
で
、
母
親
は
こ
の
竹
の
子
を
食
べ
て
そ
の
ま
ま
病
気
も
治
っ
て
し
ま
っ
た
。

問
１
　
あ
じ
わ
い

問
２
　
③

問
３
　
⑶
＝
母
　
　
⑷
＝
孟
宗
　
　
⑸
＝
孟
宗

問
４
　
冬
の
こ
と

問
５
　
②

解
答

4-2 4-1
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《
補
充
問
題
》　
口
語
文
法
　
形
容
詞
・
形
容
動
詞

問
１
　
①
＝
形
容
詞
・
連
用
形
　
　
②
＝
形
容
動
詞
・
連
体
形
　
　
③
＝
形
容
詞
・
未
然
形
　
　
④
＝
形
容
動
詞
・
連
用
形

　
　
　
⑤
＝
形
容
詞
・
仮
定
形
　
　
⑥
＝
形
容
動
詞
・
連
用
形
　
　
⑦
＝
形
容
詞
・
連
用
形
　
　
⑧
＝
形
容
詞
・
連
用
形

問
２
　
＊
形
容
詞

　
　
　
　
美
し
く
─
連
用
形
　
　
か
わ
い
ら
し
い
─
連
体
形

　
　
　
　
良
か
ろ
─
未
然
形
　
　
若
け
れ
─
仮
定
形

　
　
　
＊
形
容
動
詞

　
　
　
　
高
価
な
─
連
体
形
　
　
き
れ
い
だ
─
終
止
形

問
３
　
①
＝
ア
　
　
②
＝
イ
　
　
③
＝
ア
　
　
④
＝
ア

問
４
　
③

問
５
　
①
＝
エ
・
カ
　
　
②
＝
イ
・
ウ
　
　
③
＝
ア
・
オ

解
答

●
メ
モ
●
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補
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形
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連
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形
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形
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連
用
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③
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【
問
題
】（
演
習
）

出
典
…
柳
澤
桂
子
『
医
学
の
進
歩
と
生
命
』

問
１

　①
＝
起
因

　
　②
＝
せ
っ
ち
ゅ
う
て
ん

　
　③
＝
著

　
　④
＝
我
慢

　
　⑤
＝
衰

問
２

　死
の
回
避
に
全
力
を
注
ぐ
医
者
と
、
苦
痛
や
経
済
的
負
担
を
伴
う
治
療
は
望
ま
な
い
患
者
と
の
間
で
、
意
見
の
食
い
違
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
。〔
54
字
〕

問
３

　ウ

問
４

　高
齢
者
介
護
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
精
神
的
な
喜
び
や
感
動
が
得
ら
れ
る
点
。〔
30
字
〕

　
　
　高
齢
者
介
護
の
経
験
が
、
死
生
観
の
確
立
に
重
要
な
役
割
を
担
う
点
。〔
27
字
〕

問
５

　介
護
に
よ
り
得
ら
れ
る
精
神
的
価
値
に
目
を
向
け
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
介
護
に
か
か
わ
る
こ
と
。〔
38
字
〕

問
６
　
い
く
ら
医
療
が
発
達
し
て
も
死
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
も
の
な
の
で
、
高
齢
者
介
護
な
ど
の
経
験
を
通
し
て
子
供
の
と
き
か
ら
死
生
観
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
。〔
66
字
〕

5
章解

答

5-1
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会員番号 氏 名

不許複製

1LJS
中１国語
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